




９
月
24
日
、
県
立
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
た
県
消

防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
県
北
地
区
大
会
に
、
本

市
消
防
団
を
代
表
し
て
、
水
府
支
団
第
４
分
団
が

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。
士
気

旺
盛
な
操
法
を
披
露
し
た
結
果
、
見
事
、
団
体
の

部
で
敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
増
子 

充
さ
ん
が
優
秀
選
手
賞
（
指
揮
者
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。

●
選
手
：
指
揮
者
…
増
子 

充
さ
ん
、
１
番
員
…

吉
成 

利
之
さ
ん
、
２
番
員
…
小
林 

博
則
さ
ん
、

３
番
員
…
井
上 

哲
さ
ん
、
補
助
員
…
鈴
木 

弘
行

さ
ん

＊
消
防
団
で
は
常
時
、
新
入
団
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
：
消
防
本
部
総
務
課
（
73
‐
０
１
１
９
）

11
月
15
日
、
市
建
設
業
者
等
表
彰
式
を
開
催
し
、
本
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
等

に
お
い
て
優
れ
た
成
績
を
収
め
た
受
注
者
お
よ
び
技
術
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。
こ
の

表
彰
は
、
受
注
者
お
よ
び
技
術
者
の
意
欲
高
揚
、
将
来
に
わ
た
る
建
設
業
界
の
維
持
・

発
展
と
公
共
事
業
の
品
質
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◆
建
設
業
者
部
門
（
１
千
万
円
以
上
の
部
）

●
株
式
会
社
梅
原
工
務
店

工
事
名 

04
国
補
都
構
第
２
‐
１
‐
５
号
（
都
）
新
宿
西
宮
線
道
路
改
良
舗
装
工
事

●
株
式
会
社
水
府
工
務
店

工
事
名 

04
市
単
第
１
‐
１
号 

市
道
０
１
２
０
号
線
（
和
田
岩
手
線
）
道
路
改
良
舗

装
工
事

●
日
立
商
事
株
式
会
社

工
事
名 

04
防
安
交
第
１
‐
４
‐
１
号 

市
道
０
２
０
８
線
（
新
宿
天
神
林
線
）
道
路

改
良
工
事

◆
技
術
者
部
門

●
寺
田
啓
紀
さ
ん
（
株
式
会
社

梅
原
工
務
店 

主
任
技
術
者
）

●
木
内
正
勝
さ
ん
（
日
立
商
事

株
式
会
社 

主
任
技
術
者
）

おめでとうございます

【後列左から】岡部総務部長、田中副市長、髙橋建設部長
【前列左から】木内正勝さん、小林啓繁さん（日立商事株式会社）、
平山巖さん（株式会社水府工務店）、宮田市長、
梅原基弘さん（株式会社梅原工務店）、寺田啓紀さん

長
年
に
わ
た
り
、
公
共
に
対
し
功
労
の

あ
っ
た
方
な
ど
に
贈
ら
れ
る
叙
勲
・
褒
章

の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
市
内
で
は
次

の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

◆
旭
日
小
綬
章

川
又　
照
雄
さ
ん
（
内
田
町
）

黒
沢　
義
久
さ
ん
（
谷
河
原
町
）

◆
瑞
宝
小
綬
章

根
本　
聡
さ
ん
（
馬
場
町
）

◆
瑞
宝
双
光
章

石
井　
榮
さ
ん
（
松
平
町
）

岩
間　
久
さ
ん
（
内
堀
町
）

五
十
嵐　
馨
さ
ん
（
松
平
町
）

髙
林　
静
栄
さ
ん
（
馬
場
町
）

江
幡　
正
紀
さ
ん
（
亀
作
町
）

◆
瑞
宝
単
光
章

中
村　
尚
義
さ
ん
（
沢
目
町
）

叙
勲
・
褒
章

市
建
設
業
者
等
表
彰

県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会

県
北
地
区
大
会
に
出
場
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TOPICS

10
月
26
日
、水
府
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
、「
ス

ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
教
室
」
の
参
加
者
と
、

「
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
活
動
団
体
」
の
加

入
者
に
よ
る
交
流
会
を
４
年
ぶ
り
に
開

催
し
ま
し
た
。
参
加
団
体
ご
と
に
ス
ク

エ
ア
ス
テ
ッ
プ
の
演
技
を
行
い
、
技
術
の

向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
参
加
者
同
士
の
親

睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
当
日
は
、
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
の
考

案
者
で
あ
る
、
筑
波
大
学
教
授
の
大
藏

倫
博
先
生
を
お
呼
び
し
、
講
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
交
流
会

10
月
29
日
、
三
才
町
地
域
資
源
保
全
会

が
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
交
え
て
芋
堀

り
を
行
い
ま
し
た
。
三
才
町
で
は
、
今

年
か
ら
農
地
水
環
境
保
全
を
活
用
し
て

地
域
の
休
耕
作
地
対
策
と
し
て
サ
ツ
モ

イ
モ
栽
培
を
行
っ
て
お
り
、
実
り
の
秋
を

迎
え
た
10
月
末
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

も
参
加
し
て
芋
掘
り
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
な
か
な
か
抜
け
な
い

お
芋
を
頑
張
っ
て
掘
り
ま
し
た
。

休
耕
作
地
を
活
用
し
て

芋
づ
く
り

10
月
14
日
、
折
橋
町
で
わ
が
ま
ち
地
元

学
事
業
「
第
３
回
折
橋
町
お
宝
探
し
」

が
開
催
さ
れ
、
約
30
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
第
３
回
目
と
な
っ
た
今
回
の
お
宝
さ

が
し
で
は
、
宿
上
中
下
・
清
水
地
区
を

参
加
者
全
員
で
探
索
し
、
折
橋
天
満
宮
、

「
金
波
寒
月
」
元
酒
蔵
な
ど
、
折
橋
町
の

お
宝（
地
域
資
源
）を
再
確
認
し
ま
し
た
。

探
索
を
終
え
た
後
に
は
、「
お
宝
探
し
」

で
再
発
見
し
た
お
宝
に
つ
い
て
の
話
し
合

い
が
行
わ
れ
、
全
体
で
共
有
し
ま
し
た
。

地
元
を
歩
い
て

お
宝
を
再
確
認
！（
折
橋
町
）
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TOPICS

11
月
３
日
、
パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
機
初
小
学
校
創
立
一
五
〇
周
年

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、「
未
来
へ
つ
な
ご
う

一五
〇
周
年
の
想
い
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ

た
発
表
や
、
ダ
ン
ス
、
手
話
を
使
っ
た
歌
な
ど
を
学
年
ご
と
に
披

露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
し
い
校
歌
を
作
詞
作
曲
し
た
マ
シ
コ
タ

ツ
ロ
ウ
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
と
し
て
お
呼
び
し
、
新
校
歌
の
お
披
露
目

を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
行
事
を
と
お
し
て
、
絆

を
大
切
に
し
、
夢
に
向
か
っ
て
努
力
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
高

ま
り
ま
し
た
。

機
初
小
学
校
創
立
一
五
〇
周
年
記
念
式
典

10
月
31
日
、
幸
久
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
が
、
道
の
駅
ひ
た
ち
お
お

た
で
お
買
い
物
体
験
を
し
ま
し
た
。
道
の
駅
の
直
売
所
で
お
買
い

物
ス
タ
ー
ト
。
き
の
こ
や
野
菜
な
ど
自
分
で
好
き
な
商
品
を
選
ん

だ
あ
と
、
レ
ジ
で
お
金
を
払
う
と
い
う
体
験
に
少
し
緊
張
し
な
が

ら
も
上
手
に
お
買
い
物
が
で
き
ま
し
た
。
買
っ
た
野
菜
は
、
お
う

ち
で
ク
ッ
キ
ン
グ
を
し
て
美
味
し
く
食
べ
ま
し
た
。

幸
久
幼
稚
園

道
の
駅
で
お
買
い
物
体
験
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メープルリーフの森づくりでは、里美牧場の広
大な自然を活用し、カエデ（メープルリーフ）の
森を育てていく取り組みを行っています。10
月22日に開催した植樹イベントでは、市内外
からたくさんの方に参加していただきました。

みんなで力を合わ
せて３００本の苗
木を植えました！

マイ箸づくり

ヒノキやメープル
（カエデ）を自分で
削ってお箸を作り
ました！

第
2
回

植
樹
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
し
た
！

植樹の
様子

9



10

住宅火災から命を守る
～火災の発生・逃げ遅れをゼロに～

消防本部 消防課（73-1194）問

備えあれば
憂いなし！我が家の防災

国の調査によると、住宅火災によって、毎年約900
人の方が亡くなっており、その多くは高齢者が占め
ています。市内においても、今年4月から11月末現
在で４人の方が住宅火災により亡くなっており、そ
のうちのほとんどが高齢者となっています。

□コンセントにホコリがたまっていないか

□たばこの灰皿に吸い殻がたまっていないか
＊灰皿に吸い殻をためておくと不始末につながりますので、
ためることはせず水を入れておきましょう。

□たこ足配線になっていないか

64歳以下
65歳以上

（出典：令和3年版 消防白書）

令和2年
火災による高齢死者数の割合

30.2％

69.8％

これから寒さが厳しく空気が乾燥し、暖房器具を使用する機会が増えて
いきます。その中で、住宅火災の発生や逃げ遅れを防ぐために、日頃から
取り組むべきポイントを確認しましょう。

住宅用火災警報器は定期的に点検しましょう！

住宅用火災警報器はすべての住宅（寝室等）に設置が義務付けられています。警報
器の寿命は10年です。電池切れやセンサーの寿命など定期的に点検を行い、設置
から10年を目安に交換しましょう。

＊コンセントと差込プラグの
間にホコリ等が付着し、付着
したホコリ等に湿気が帯び、
通電することで火災になりま
す。コンセントの清掃と、使用
していないプラグは抜くよう
にしましょう。

火災の発生を防ぐために次の　   ポイントをチェックしましょう。
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□火気を取り扱うところに燃えやすいものは置いていないか

□床などに焦げ跡がないか
　 （たばこ、線香、ろうそくなど）
＊焦げ跡を見つけたら火災発生の危険性が高いです。
火を使用しない環境を考えましょう。

～お互いを思いやる見守りが地域を支えます～
認知症の方がキッチンの火を消し忘れてしまう、火災の発生に気付かず逃げ遅れてしまうなど、住宅火災の被害
に遇う事例が市内でも見られてます。そのような被害を防ぐために、ご家族・ご近所同士の見守りが大切です。
●ご家族や近所に住んでいる認知症の方の異変に気付いたら、高齢福祉課または地域包括支援センターな
どにご相談ください。

◆問：高齢福祉課（内線131）／地域包括支援センター（おとしより生活相談センター）
▶常陸太田・金砂郷地区にお住まいの方は
【本所】稲木町33（総合福祉会館内）（72-8881）

▶水府・里美地区にお住まいの方は
【サブセンター】町田町163-1（水府支所内）（70-5678）

異変に気付くポイント

●新聞・郵便物がたまっている

●同じ洗濯物が干されたままになっている

●見かけなくなった、夜でも電気がつかない

●以前と雰囲気が変わった（元気がない、
痩せてきた、会話が嚙み合わない）

●普段見かけない人が出入りしている

●身なりが以前と違う（服が汚れている、
服装が季節に合わない、髪が乱れている）

●怒鳴り声が聞こえる

万が一、火事になってしまったら第一に身の安全を確保しましょう。無理に消火しよ
うとしないで、大声で助けを呼ぶなど、周りに知らせましょう。

火災の発生を防ぐために次の　   ポイントをチェックしましょう。




